
•医療機関への受診抑制

薬局では待ち時間なく対応できる。

自宅で自己注射により2~3カ月は受診せずに済む

シリンジ製剤⇨ペン、オートインジェクターへ

アバタセプト、ゴリムマブ

•注射剤開始直後で手技に自信がない方への指導

サリルマブ、 セルトリズマブ・ペゴル

エタネルセプト、トシリズマブ

•患者サポートプログラムの活用

患者さんの不安を緩和できる

IL-6製剤ではパルスオキシメーターの提供

コロナ禍におけるリウマチ患者の治療継続のための専門医と保険薬局の連携

ファーコス薬局イルカ 須藤 真由子 、 渡邊 隼太 、 秋山 恵美子

目的 方法

③

2020年4月より1ヵ月間、近隣の医療機関が新型コロナウ
イルス感染症の拡大に際しての電話や情報通信機器を用
いた診療等の時限的・特例的な取扱い（0410対応）と
なった。

初の緊急事態宣言が発令され、関節リウマチをはじめと
した免疫疾患の患者が多い当薬局では、受診を躊躇する
患者が少なくなかった。その際の医療機関との連携と患
者対応について報告する。

•初の緊急事態宣言が発令された2020年4月、医療機関時間短
縮によりFAX応需による来局を600件以上実施した。

•薬局では生物学的製剤の履歴より受診が遅れている患者さん
には連絡を入れて体調の確認や受診の促しを行った。

•病院で注射を行っていた患者さんには薬局にて注射指導を行
うこともあった。

•体調が悪い患者さんには連携医療機関への紹介状 により患
者さんに受診の場所や時間、紹介状のお渡しなど行った。

患者からの声

•院内にて生物学的製剤の注射の予約が入っている患者に電話を
し、病院内にて注射が実施出来ない旨を伝えた

⇒「自分で打っていいなら出してもらえないか」

「感染が怖くて外出できないから、飲み薬だけで様

子見る」

•患者から不安の声が数多く上がり、混乱状態にあった。

「感染が心配で、薬が飲めない」「注射するのが怖い」

「他院から紹介で受診する予定だったけど、

直接診てもらえないならどうしよう」

患者からの問い合わせ、相談
医療機関への対応
FAXによる処方箋応需

患者に体調の確認と処方
内容の確認をする。

薬の梱包
注射剤など破損の
無いようにする。
クール便宅配や補
償限度額確認など。

届いた薬の確認、体
調の確認や服薬指導。
支払いについて

振り込みや
代金引換配送など

電話での受診・長期処方により
服用期間中に患者さんの体調を電話でフォローアップする

0410対応
薬局での流れ

生物学的製剤の自己注射指導の実施 結果①

受診を躊躇した患者もいた結果、前年比
84.3％となった。
翌月以降は徐々に患者数は戻り、翌年には
例年と同程度の患者数となっている。

近隣医療機関 総受付回数

2019年4月 797 1532

2020年4月 672 1222

2021年4月 756 1323

＜医療機関の処方傾向＞

・MTXを長期で処方している患者：短期に（例：10週→6週）

・MTXを高用量で服用している患者：用量を減量（例：10mg→8mg）

・MTX6mg 投与患者はフォリアミンの処方追加

⇒採血などの検査が行えないため安全に服用できる対応をした

・リウマチではない患者

⇒数値が安定している場合は長期処方に（高血圧、糖尿病等）

60日→90日 等

結果②

＜患者の傾向＞

・受診を躊躇していた患者、注射が院内で出来ない為受
診を控えていた患者

⇒月末に悪化し、やむを得ず受診

・他薬局へ行っていた患者（新患、久々の来局）

⇒複数の薬局へ患者が分散してしまうと、医師が把握
しきれなくなってしまうため、すべての患者を当薬局に
て受付

これを機に、当薬局をメインで利用してくださる患者
も増えた

結果③

・院内での注射から自己注射へ変更になった患者数

⇒13人

うち、服薬情報提供文書提出：11人

⇒自己注射に変更により、院内注射のための週1、２回

の頻繁な受診を回避することが出来た。

患者の負担軽減、安心に繋がった。

結果④

・MTX等の免疫抑制剤、生物学的製剤の使用によりコロナの感染の
不安や、感染した際の重症化の不安に対するフォロー
⇒日本リウマチ学会が公開している情報を印刷し、患者へ説明

✦現在の治療の継続
免疫抑制薬、生物学的製剤、抗リウマチ薬、ステロイド治療を受けている方
がCOVID-19にかかり易くなるというデータはない。
免疫抑制治療の減量・中止によってリウマチ性疾患が再燃する恐れがある。

✦感染防止の徹底
✦感染が疑われるときは⇨MTX、Bioの中止

• コロナワクチン接種に関しても医療機関と連携し
患者さんへ指導を行っている。
（BioやMTXの休薬等）

結果⑤

・症状が悪化している患者：近隣の大学病院や
手専門の医院へ医師が紹介するため、そのフォ
ローを行った

例：医療機関へFAXを送り、予約日を提示さ
れた場合はその日にちを患者へ伝えた。

・0410郵送対応・4/10以前の郵送対応：25名

⇒電話での投薬、その後のフォローにより、

患者の安心につながった。

総評

・医療機関との連携をとることで、患者から
信頼を得ることが出来た。

・患者が自宅にて注射を実施できるように
なったことで、1、2週間に1度程度の頻繁な
受診を回避することができ、患者の負担軽減
につながった。

・患者に直接会うことが出来ていない医師に
代わり、服薬情報提供文書にて報告を行うこ
とにより、患者の状況を伝えることができた。

また、コロナ禍においてもリウマチ治療等の
継続ができたことにより、病態の悪化等を招
くこともなく、薬局薬剤師が地域医療に貢献
することができた。

日本リウマチ学会ホームページより
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